近衞文麿公の『われ巣鴨に出頭せず』をめぐって by 工藤 美代子
近衛文麿公の『われ巣鴨！こ出頭せず』をめぐって
〔講演会〕
fラh
~ 
近衛文麿公の『われ巣鴨に出頭せず』をめぐって
【司会】 では講演のほうに移ります。まず工藤美
代子先生より、「近衛文麿公の『われ巣鴨に出頭
せず、』をめぐって」という題でご講演いただきま
す。工藤先生は東京のお生まれ。高校を卒業後
ヨーロッパやカナダへ留学され、その後 1982 年
に『晩香披の愛』を執筆されました。以来ノン
フィクション作家として多くの著作を発表してこ
られました。 1991 年には講談社ノンフィクシヨ
ン賞を受賞されております。近衛家に関する著作
としましては、本日のご講演のテーマとなる『わ
れ巣鴨に出頭せず、』の他に、『近衛家七つの謎
誰も語らなかった昭和史』がございます。また本
年 10 月には『悪名の棺笹川良一伝』を発表さ
れ、精力的に執筆活動に取り組んでおられます。
それでは早速、工藤先生にご講演をお願いしたい
と思います。工藤先生よろしくお願いいたします。
【工藤】 ご紹介いただきました工藤美代子です。
初めまして。実は 2 年ほど前だったと思うんです
けれど、東亜同文書院記念基金会賞という賞をい
ただくというお話が突然来まして、非常に正直に
申し上げますと私はその時まで東亜同文書院なる
ものに関する知識というのはほとんど無いに等し
かったんです。ただこれからお話しする近衛文麿
公についての本を書きまして、文麿公のお父様に
当たられる篤麿公が力を入れて東亜同文書院とい
うのができたとか、もちろんその程度の知識はあ
りまして、それから近衛家と東亜同文書院との関
作家工藤美代子
わりということで言いますと、文麿公の息子さん
である文隆さんが東亜同文書院におられた時期が
あったと。それは存じておりましたんです。私が
賞をいただくほどの仕事をしてるとはとても本人
も思わなかったんですけれど、ただ東亜同文書院
というものに対して興味がありまして、その時に
愛知大学の忘れもしない山口さんという女性の方
からご連絡をいただいて、ああ、愛知大学がそれ
を引き継いで今やっておられるんだと、実はその
ことも知らなかったんですね。ほんとに恥ずかし
い話なんですが、何も知りませんで、東亜同文書
院に対する興味はあったもんですから、それとま
あもちろん賞がいただけるというのは大変嬉しい
こと、ありがたいことなので、いただくというこ
とで、東京でその授賞式がございました。
その時に何がび、っくりしたかと言いますと、卒
業生の皆様がたくさんお集まりになったんです
ね。皆さんすごくお元気で、まるで昨日のことの
ように、戦前・戦中の東亜同文書院に関する思い
出をどんどんお話しなさるんです。私全然そんな
こと予期しなかったもんですから、テープレコー
ダーも筆記用具も何も持っていかなかったんで
す。そのうち l 人の方が、ちょっとお名前を聞き
忘れたんですけれども、そばにいらっしゃって、
「いやあ、私は文隆さんと上海の東亜同文書院で
一緒だったんですよ」っておっしゃるんですね。
もちろん皆様すでにご承知とは思いますが、
ちょっと簡単に申し上げますと、文隆さんという
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のは近衛文麿の長男で、上海の東亜同文書院に勤
務した時期があって、そこで美貌の女性スパイ、
テンピンルーという これはもうほんとにきれい
な人なんですけども、その人と事件に巻き込まれ
まして日本に帰ってきたといういきさつがあるん
です。そっちの話をしちゃうと長くなりすぎちゃ
いますので、今日は割愛させていただきます。で
も、すごく面白い話です。
ちょっと参考のために申し上げますと「ラス
ト・コーションJ という映画があるんですけども、
ご覧になった方いらっしゃるかも知れません。非
常によくできた映画でして、これの女主人公が、
実は文隆さんが引っかかった、という言い方は大
変失礼なんですけども、まさに引っかかってし
まった女性スパイ、テンピンルーなんです。ただ
し「ラスト・コーション」という映画には文隆さ
んは登場なさらないんですね。文隆さんが出てく
るかなと思って私も見に行ったんですけれども、
残念ながら全く文隆さんは登場なさらなかった。
しかしこの文隆さんというのも大変数奇な運命
を辿った方で、戦後ご承知のようにソ連軍の捕虜
となって、ソ連で、ず、っと収容所に入れられ強制労
働をさせられて、しかし最後まで自分は共産主義
者には転向しない、ならないということをきっち
りとおっしゃって、いざ帰れるという間際に亡く
なった方なんですね。この方のことに関して、ま
た別に私は『近衛家七つの謎』という本を書いた
んですけれど、文隆さんのことも分からないこと
がいっぱいあるんです。いずれにせよ、文隆さん
もある意味歴史上の人物でありまして、劇団四季
が「異国の丘」というミュージカル、これもやっ
ぱり文隆さんがモデルになっていますし、知って
る人は知ってる人なんですけれど、その文隆さん
と東亜同文書院で一緒だ、ったとおっしゃる方が突
然現れて、私に「いやあ、新しい先生が来たから
いっちょうへこましてやろうと d思って酒瓶をもっ
て文隆さんのところに行ったら……。ものすごく
文隆さんがお酒が強くてパンパン飲んだので、自
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分のほうが先につぶれちゃって、文隆さんはケ
ロッとしてた」というお話を、活字になったそう
いう話は私もちろん読んだことがあるんですけ
ど、実際に文隆さんを知ってる方から話を伺って
ほんとに驚きました。ああ、こんな方がまだ日本
にはいらっしゃるんだと。
実はその時に、東亜同文書院についてもっと調
べたいな、調査をしたいなと思いまして、将来本
を書けたらなあということで、今でもその気持ち
は持っているんです。 10 月でしたか上海に別の
取材でまいりまして、ちょうど尖閣諸島問題で反
日デモが中国各地で起きてる頃だったもんですか
ら、どうかなという時期ではあったんですが、ま
あ大丈夫だろうということで 10 月に上海に行き
ましたら、無知で恥ずかしいんですけれども東亜
同文書院の建物の場所が、今交通大学になってる
と。そこは江沢民が卒業したことで有名なんだと
いうことを読んだ、もんですから、ガイドと車を
雇って交通大学に見に行ったんですね。見に行け
ば何か看板でも出てるかなと d思ったんです、実は。
ところが全然考えが甘くて、今日ご案内いただい
た愛知大学の先生にお聞きしましたら、いやもう
建物はすでに無いんだと。無くなっていて、東亜
同文書院の昔の敷地の一部に交通大学があるだけ
なんだ、ということを今日初めて知りました。それ
をもっと先に知ってればよかったんですけれど
も。
上海にまいりました時に、ある新聞社の支局長
の方とお食事する機会がありまして、「私は東亜
同文書院に非常に興味を持ってて、テーマとして
本を書きたいと思ってる」という話をしましたら、
昔はニューヨークに在留邦人が一番多かったんで
すね。ところが今、ニューヨークを抜いて上海に
一番在留邦人が多くて、 6 万人を超える日本人が
住んでると。いろんな日本人の方がいらっしゃる
わけなんですけど、その中に歴史研究サークルと
いうのがありまして、戦前の日本の面影・足跡が
残るところを歩こうじゃないかという、歴史散歩
みたいなのがはやりになってて、東亜同文書院の
ところを小さなグループで訪ねたりする会合が、
ついこのあいだもあったばっかりですよと言われ
ました。ああ、今でも関心を持ってる方がいらっ
しゃるんだなと思いました。
これから調査をすることによって、東亜同文書
院がどんな存在だ、ったのかということが少しずつ
分かつてくるんじゃないかと思うんですね。まだ
まだほんとに正直申し上げて取材を始めたばかり
ですから、皆様の前でお話しするのはすごく恥ず
かしいんで、すけども、東亜同文書院から愛知大学
への流れの中で、どういうことがあったのかとい
うことを、ご存命の方遥にお聞きする。上海に行
きましたら「上海にもかつて東亜同文書院に在籍
した中国人の方がまだご存命でいらっしゃいます
よ」と言うんですね。台北にもいらっしゃる。日
本にもいらっしゃる。そういう方遠の戦後って何
だ、ったんだろうということを、今からでも遅くな
いから、まだ皆さんがお元気で記憶がしっかりし
てるうちに、ほんとにお聞きしたいなと思ってお
ります。
『われ巣鴨に出頭せず』というのを今日大きく
書いていただきました。これは近衛の「え」の字
がちゃんと昔の漢字の「術」なんですよね。私が
本を出す時に旧漢字にするか新字にするか、死ぬ
ほど、迷ったんです。それで出版社側に相談した時
に、本の中で近術の「術」を旧漢字にしてしまう
と、東候英機の「じよう」も人偏を付けた「篠」
にしなきゃならない。そうするといろんな方のお
名前を全部旧漢字にしなきゃいけない。「東篠さ
んには旧漢字を使わなくてもいいだろう」と言う
編集者の人がいまして、ご承知のように東僚と近
衛は非常に仲が悪くて、突然話が逸れて申し訳な
いんですが 2 人はほんとにすごく仲が悪かったん
ですね。片方だけ旧漢字を使って、東僚は人偏な
しでいいだろうというわけにもいかない。しょう
がないからというので、『われ巣鴨に出頭せず』
の本の中の近術は新しい漢字の「衛」を使ったん
近衛文麿公の『われ巣鴨に出頭ぜず』をめぐって
ですね。ですからこの字は使つてないんです。す
ごく使いたかったんですけども。それで本を出し
ましたところ、読者の方から何通もお便りをいた
だきまして、「お前は何と教養がない女なんだ」
と。近衛の「え」という字はこれが正しいんだぞ
というお手紙をいただきまして、それは分かつて
るんだけれども統ーができなかったんだという事
情がございました。
でもまあなぜ近衛文麿の伝記を書きたかったか
と言いますと、まず第 l に、戦後ほとんど近衛に
関するきちんとした伝記というのは出てないんで
すね。もちろん何冊か研究書の優れたものはあり
ますけれども、いわゆる普通の方が読んで面白い
という本は残念ながら近衛文麿に関しては無いん
です。なぜかということを考えました時に、近衛
文麿に対する評価．というのは戦後一偏に定まって
しまったところがあるんですね。それは何かと言
いますと、「優柔不断」、「弱い」、「内閣を投げ出
した、放り出した」総理であったと、近衛に対す
る批判は非常に多いんです。それはどこから来て
るかと言うとやっぱり戦後の、「日本は大変惑い
ことをしたんだ、」、「戦前の政治家も軍人もみんな
間違ってたんだ」という考え方に基づいた近衛批
判というのがあったのだと思います。
それで、簡単に、非常に分かり易く言うと、先
の大戦というのは負けた戦争なんですね。何と
言っても日本が非常に惨めな敗北を喫して、その
焼け野原から戦後立ち上がった。いずれにせよコ
テンパンに負けたんです、悔しいですけど。そう
すると、今になると誰が悪かったかということが、
しばらくのあいだ、社会一般の関心事だったんです
ね。そして東傑はほんとに悪かった、こんな悪い
やつはし＝ないとか、それから何人かほんとに駄目
だ、って言って、その中に近衛も入ってたわけなん
です。近衛文麿が優柔不断だったとかいろいろ批
判があって、今日はちょっと私持ってきませんで
したけども、近衛が亡くなった時の朝日新聞の記
事なんか、それはもうひどいものでした。死んだ
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人にさらにここまで言うかというぐらいのもの
で、近衛の評価は実際地に落ちていたことがあっ
たんです。
それを、ちょっと待ってくださいよと、そんな
に簡単に近衛文麿を非難できるんでしょうかとい
うことを考えて、実は本を書き始めたわけなんで
す。その背景には、日本が負けたということはま
ぎれもない事実ではありますけれども、それはさ
ておき、戦前あるいは戦中あるいは戦後、日本の
国のことを本当に思って、日本人としての背骨が
しっかりと通った人達がいたのを全否定するとい
う歴史観はいかがなものかなと。もう l 度それを
考え直してみませんかということで、私の一連の
仕事として、まず山本五十六という人を取り上げ
ました。この人は比較的傷が少ない。なぜ少ない
かと言うと、終戦になる前に死んじゃったんです
ね。ご承知のように、パプアニューギニアでアメ
リカの戦闘機に撃たれて墜落して死んでしまうわ
けです。終戦まで生き延び、なかったがために、山
本五十六というのは唯一、第 2次世界大戦後も英
雄でいられたんです。しかし私が山本五十六の伝
記を書きたいと言－って、山本五十六の出身地の辺
りで出ている地方紙 5紙ほどに山本五十六の伝記
を連載した時も、初めは大変だ、ったですね。軍人
の伝記なんてとんでもないという声もあったんで
す。しかしもう戦後 60 年経ったんだからいい
じゃないか、やりましようということで連載を始
めてみたら、私は今まで新関連載、週刊誌連載、
月刊誌連載をいくつもやらせていただきましたけ
ど、あれほど、熱心な読者がいたケースはないんで
す。反響がすごかった。私なんかは本当に売れな
いノンフィクションをこつこつ書いてるものです
から、そんな反響があるというのはまあ珍しいこ
となんですけども。山本五十六の時は、彼の出身
の新潟市で講演会をやると 2,000 人くらいの人達
が来てくださる。山本五十六のファンの方達が。
ああ、すごいなあと思いました。しかし山本五十
六の名前は今、教科書にも載ってないんです。学
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校でも教えないというのはどうなのか、という思
いがありまして、それで山本五十六の再評価をし
たかったわけです。
それからついでに、ちょっと横道に逸れて申し
訳ないんですけど、どうしてもこれだけ言わせて
いただきたいのは、山本五十六の妻というのが悪
妻だ、ったということを、ある有名な作家が伝記で
書いたんですね。それ以来、五十六の妻は悪妻だ
ということでもうすっかり通ってしまって、あら
ゆる五十六に関する本には必ず、悪妻で不美人の
礼子と書かれるんですね。これはたまたまラッ
キーなことに、奥様の一番下の妹さんがまだあの
時 94 歳ぐらいで生きていらっしゃったんですね。
その方にお会いして昔の若い頃の写真とか、五十
六夫妻の話とか聞いたら、非常にきれいな方で夫
婦仲もすごくよかったんですね。ですから、いか
に作られてしまったイメージというのが怖いかと
いうことだと思うんです。今日はお聞きくださっ
てる方、割と男性の方が多いんですけど女性の方
もいらっしゃるので申し上げたいんですけども、
女性の身にしてみたら、妻の立場はどうしてくれ
るんだと言いたいんで、すね。不美人で気が強くて
無神経でとさんざん悪口書かれたら、もうそれで
ず、っと後世までいっちゃうというんじゃ、いくら
なんでもそれはかわいそうだという思いが、私に
はあったものですから。
ついでに申し上げておきますと、近衛文麿公は
非常に不思議な方で、女性関係に関して言います
とやっぱり外に愛人の方がおられて、私なんかが
見るとよせばいいのにと思うんですけども、大変
おきれいでしっかりした千代子夫人という方がい
るのに、外に愛人が 2人ぐらいいて、文麿公が亡
くなったあと皆さんが手記を書いたんです。これ
もどうしたのっていう気がするんですね。今はど
んな会社の社長だろうと政治家だろうと、奥様に
知られたら大変なことになりますから恐ろしくて
愛人なんか作れない時代ですけれども、当時のこ
とですから。文麿公のお子さん達が、「お父様ど
うして今日帰りが遅いの」と言うと、千代子夫人
が「お父様は夜学よ」っておっしゃったっていう
ぐらい、まあ夜遊びを男がするのは普通だという
時代だったんですけども。ただ私がちょっと分か
らなかったのは、新橋の芸者さんなんかは平気で
新聞に、文麿公が亡くなってからですけどいかに
自分が文麿公に愛されて、子供ができて私達は新
居を構えましたとかつて書くんですね。それは
ちょっとどうかなっていう気がするんですけど
も。
どうも脇道に逸れすぎまして申し訳ありませ
ん。話を元に戻しますと、何で近衛を書きたかっ
たかと言うと簡単な理由でありまして、近衛文麿
は弱かった、優柔不断であったというのが本当に
そうだったのかということをきちんと検証した
かったという一語に尽きます。おかげさまでこの
『われ巣鴨に出頭せず、』は、真面白な昭和史のノ
ンフィクションというのは売れないのが当たり前
なのですけれども、それにしては珍しく大変よく
売れました。しかも近衛の再評価という意味でた
くさんの読者の方からお便りをいただきまして、
ようやく近衛公をきちんと公平に評価してくれた
というような声がありました。ですから基本とし
て、日本人としての背骨をきっちり持ってる人の
ことは、戦争のあとに日本の社会に蔓延したいわ
ゆる自虐史観と言いますか、とにかくみんな悪
かった、戦争中から日本で活躍してた人はみんな
悪かったという考えからちょっと距離を置いて、
歴史をもう I 回新しく考え直したいということ
で、別に右でも左でもなく、中道として見直した
いという気持ちが強かったために書いたのです
が、多くの方にご理解をいただけました。
それで近衛文麿公のあとに書いたのが吉田茂
……、吉田茂について今いろんな評価がありまし
て、これは本題と逸れるので割愛いたしますけど、
もう l 度考えようと。実は先月笹川良ーという人
の本を出しまして、笹川良ーという人はもうほん
とに日本の黒幕、ドンと言われた人ですが、今ま
近衛文麿公の『われ巣鴨に出頭せず』をめぐって
で誰も書いた人がいないんですね。とにかく悪い
人だというふうに言われておりまして、これはま
だ出たばかりの本なんですけど、『悪名の棺』と
いうタイトルで、笹川良ーというのはこれだけみ
んなに悪口を山ほど書かれてるから、いったいど
んな犯罪を犯したんだろうということを徹底的に
調べたんですね。そうしたら l つも犯罪を犯して
ない。ただ、たまたまものすごく金儲けに天賦の
才能がある人で、株とか土地の売買とか、そうい
うもので巨万の富を築くんです。それで、戦前に
飛行機でヨーロッパに行ってムッソリーニに会っ
たり、 111本五十六に協力して飛行場を寄付したり、
そういうことをやった。戦後になってご承知のよ
うに競艇をやって、儲かったお金を使っていろい
ろ福祉事業をしたという人なんです。何でこれだ
け悪口を言われるのかというのは全くよく分から
なくて、徹底的に調べてみたら、まず I つにはも
のすごいとんでもない悪口を書かれて、いくらな
んでもそれはひどいからというので側近の人達が
名誉棄績で訴えましようと笹川良ーに言っても、
これを書いたライターの人にも奥さんや子供がい
て、生活のために書いたんだからいいじゃないか、
ほっておけと言って、絶対に訴えるとか訂正記事
を出させるということはしなかったんです。それ
でありとあらゆる流言蜜語と言いますか、すごい
唱が流れて悪評が定着したというのが笹川良ーさ
んなんです。息子さんがおっしゃってましたけれ
ど、それはやっぱり親父の間違いだ、ったと。きち
んと訂正するべきところは訂正するべきだったん
じゃないかということをおっしゃってます。
近衛文麿に関しても同じことが言えると思うん
ですね。『われ巣鴨に出頭せず』は今文庫本でも
中央公論新社から出ておりますので比較的手に入
りやすいと思うんですけども、何を書・きたかった
のかと言いますと、近衛文麿というのは日米開戦
を阻止するために全力を挙げて尽くした人なんで
す。そのことが全く評価されていないんですね。
それからよく、「近衛は内閣を投げ出した」と、
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近衛の説明の時にまるで枕詞みたいに必ず付くん
ですが、あれは東篠英機が陸軍の大臣を出さな
かったから内閥解散をせざるを得なかったので
あって、近衛が投げ出したわけでもなんでもない
んですけど、そういう書き方をするわけです。私
は文隆さんの本の時に確か書いたと思うんですけ
れども。何しろ近衛家というのは、もちろん今も
そうですけども戦前から大変なお金持ちで、戦争
中にダイヤモンドを散りばめた柄の万を 2 ふり
作ったそうです。 I ふりを長男の文隆さんが出征
する時に持たせた。もう l ふりは文麿公が東｛傑英
機に、「戦争がもし負けた時にあなたが腹を切る
ために使いなさい」と言ってその万を渡したとい
うんです。それぐらい東僚と近衛のあいだという
のは非常に険悪で、文麿公は東僚のことを大嫌い
だったと思うんですね。長男の文隆さんをー兵卒
として戦地にとばしたのは、はっきり言って東係
英機ですから。それでも「僕は構いません。お国
のために使ってください。乃木大将の例もあるで
はないですか。息子を差し出すのは望むところで
す」と言って微動だにしなかったのが近衛文麿で
す。
ですから近衛というのは今まで言われてきたよ
うな弱い人ではないし、優柔不断でもないと私は
思います。むしろ戦争が勃発する時に何とかそれ
を止めたいと思って、本当にあらゆる努力をして、
それでも戦争が始まってしまった。いよいよこの
ままでは日本が負けるという時に、何とか早く戦
争を終わらせなかったらどんどん人が死んで、いく
わけですから。皆さんご存じのように、終戦の少
し前からものすごい勢いで死んでいったわけです
ね。ですから 1 日早く終わらせれば、それこそ大
変な数の命が助かるわけです。そのためにまた近
衛は奔走します。戦争を止めさせるためにいろい
ろな案を出して。ご承知と思いますけれど、近衛
家ゆかりの京都のお寺に裕仁天皇（先の昭和天皇）
をお連れして、そこにご退位願って裕仁（ゅうじ
ん）法王として入っていただくとか、いろんなこ
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とを考えたんですね。何とか終罵させなければな
らない。その時も近衛はものすごい勢いで動いて
るわけなんです。そういうことが全く評価されな
かったのは、大変残念なことだと思います。それ
で近衛文麿というのは、日本人としての強い誇り
を持っていた政治家であり、貴族であったという
ことを何とか I 人でも多くの日本の方に知ってほ
しいということでこの本を書いたわけなんです。
その過程で、東亜同文書院というものを知って、
ああこれはすごいと思いました。
すみません、今日この「近衛文麿公の『われ巣
鴨に出頭せず、』をめぐって」というので講演の内
容、概略をだいぶ前に用意して愛知大学のほうに
メール添付でお送りしたんですけど、それから実
はいろんな事件がご承知のように起きまして、北
朝鮮が韓国に爆撃をしかけるとか、世界が今もの
すごい勢いでグチャグチャに変わってるものです
から、私の頭の中もだいぶ撹枠されてグルグルに
回ってしまいまして、ちょっとお話がこの目次通
りにいかないことをお許しいただきたいと思いま
す。
いずれにしましでも、東亜同文書院というのは
中国人の学生と日本人の学生が中国で共に学ぶ学
校として設立されたということでしたね。今、日
本にとって一番頭が痛いのは、たぶん中国人とど
うやって付き合っていくかということだと思うん
です。マスコミ関係、また皆さんもおそらく同じ
だと思うんですけれども、私達も集まってパー
ティーとかお食事という時になると、必ず話題に
なるのがあの厄介な隣人、あの厄介な隣の人々と
いうのが中国なわけです。経済界の方にとっては、
もちろん中国というのはまたとないビジネスチャ
ンスであるのは間違いないことですが、ビジネス
はしたいけれどもその反面、共産党の独裁の国家
であることも間違いない。そういう意味での恐ろ
しさというのがあるわけです。法律なんて明日変
えようと思えばコロコロ変えられるわけですか
ら。
そういう怖さと一緒にこれから中国と付き合っ
ていかなければならない。ですから中国との付き
合い方というのは、たぶん今の日本の一番大きな
テーマではなしゅ亙と思うのです。アメリカとの付
き合い方というのは、これは難しいんですけれど、
だいたいある一定の基準があって、民主党になっ
たり共和党になったりでもちろん変わりはあるん
ですけれど、第一に友好国ですから、とんでもな
いことというのはそんなに心配しなくてもいい。
突然、アメリカが核兵器を日本にぶっぱなすなん
てことはあり得ないことですよね。中国が日本に
核兵器なんてこともあり得ないですよね。なぜか
と言うと、中国はアメリカと戦争したくないわけ
ですから。中国とアメリカの戦争、そんなことで
血を流すのはどちらも嫌ですからそれは心配ない
んですけれど、北朝鮮という非常に厄介なものが
あります。北朝鮮の後ろには中国が控えてるわけ
ですから、北朝鮮と日本の関係は非常に複雑です。
控致被害者の問題もありますし、日本人妻の問題
もありますし、非常に多くの複雑な問題を抱えた
まま、その後ろに中国がいる。そうすると、中国
とどう付き合うかによって北朝鮮の問題が全く変
わってきてしまうわけですね。こういう今の日本
の状況を考える時に、東亜同文書院のそもそもの
設立の考えと言いますか、理念というのはすごい
ものだと思うんです。中国人も日本人も一緒に学
びましようということですよね。まだ私よく研究
はしてないので東亜同文書院のことに関してはそ
れほど詳しいお話はできないんですけれど、いず
れにしてもその当時学生達が大旅行と言－って、ほ
んとに中国の各地を旅行して歩いて、現地の人達
と交流していた。
話は全く飛びますが、今の日本の若い人達は、
大変情けないんですけれども留学とか、海外に出
るのを非常に嫌がるんですね。私は昭和 25 年生
まれで今 60 なんですけど、私が若い頃というの
は、外国に行けるチャンスは何でもかんでもとに
かく捕まえて行きたかった時代ですよね、戦後初
近衛文麿公の『われ巣鴨に出頭せず』をめぐ、って
めてみんな行けるようになって。ところが今の日
本の若い人に聞くと、面倒くさい、言葉が通じな
い、食べ物がおいしくない、外国になんか行きた
くないという人が圧倒的に多いんで、すね。中国に
行って、中国の僻地まで歩いて、農村の津々浦々
まで歩いて、向こうの方遥と交流しようなんてい
うガッツ、気概のある若者というのは、いないと
は言いませんけれど非常に少なくなってるわけで
す。
ところが東亜同文書院の卒業生の方達、あるい
は在校した方々というのは、非常に壮大なスケー
ルで中国全土を旅しています。私が今非常に興味
津々なのは、じゃあ逆に中国人の方で東亜同文書
院に在籍した方々は、どんな思いで勉強してたの
か、どんな思いで日本人学生と交流をしていたの
か、その辺はすごく興味があって、これから調べ
に行きたいなというふうに思っています。いずれ
にせよ、今日本が抱えている中国とどう付き合っ
ていくかという問題に対する解答というのはなか
なか見つからないのです。その見つからない中で、
東亜同文書院の歴史というのが 1 つの手がかりに
なるのではないか。こういう歩みというものを研
究して、皆さんがもう 1 度それを知ることで、こ
れから中国とどう付き合っていくかというような
指針ができるのではないか。あまり政治的な話は
どうかと思うんですけれども、はっきり言って今
の日本の外交はメチャクチャだと思います。つい
このあいだも、北朝鮮が突然韓国を爆撃した。こ
の時、日本の政府がやらなければならないことは、
「それはとんでもないことだ」という認識を示す
ことです。当たり前ですよ。誰が考えたってそう
ですよね。突然、民間人が住んでるところへ爆弾
を落として爆撃するというのはとんでもないこと
です。だからそれは駄目です、いけないことだか
ら今は韓国政府を支持しますという表明を菅政権
は即座に出すべきだ、ったと私は思うのです。そう
いうことを一切しないで、状況を調べて情報を聞
いてから考えますというのが総理大臣の返事なん
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ですね。何という情けないことかと思いました。
それは結局こういうことだと思うんです。外交
においては、言うべきことは言わなければならな
い。もちろんいろんなことを考慮しなければなら
ないということはあります。中国からエアパスが
来なくなったらどうしようとか、北朝鮮を怒らせ
ると中国との関係が面倒くさくなるとか、もちろ
んあるかも知れない。もっと身近な話で言えば、
在日の北朝鮮に親しい方達を怒らせたら困ると
か、そういうこともあるのかも知れません。政治
というのは常にそういうふうに複雑に絡んで、いる
ものですから。しかし、国として言わなければな
らないことは言うべきだと思うんです。特に先の
大戦で日本は非常にたくさんの過ちを犯した。人
も傷つけ自分も傷ついた立場であるならば、そう
いう非常識なことをする北朝鮮に対してやはりき
ちんと「あなたは間違っている J という声明をま
ず出した上で、じゃあ何ができるのかということ
を考えるべきだと思うんですね。そこが全く欠如
しているのが、今の日本の外交だと思うんです。
尖閤諸島の場合も早々と中国人の船長を解放して
しまう。あれに対して不満を持ってる日本人は大
変多いです。ああ、解放してよかった、よくやっ
てくれましたという日本人は正直言って少ないで
す、私の周りには。向こうがぶつかってきたこと
ははっきり分かっているのですから、その映像を
公開しないというのはおかしいのではないかと。
そのあとすぐにロシアのメドページェフが国後に
行った。北方領土に足を踏み入れましたよね。こ
のことも当然つながっていると思います。中国は
日本の足下を見て、「何をやっても文句を言わな
い国だ」と見た。ロシアも「じゃあ北方領土もう
ちがもらっておこう」ということになるわけで、
そういう外交ではとてもとてもこのさき立ち行か
ないのではないかという危機感が私にありまし
て、これに関しましては近衛文麿という人がいか
に先見の明があったかということを皆様に知って
いただきたくて、今日資料を持ってまいりました。
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日本が本気で大国を相手に注文を付けたという。
注文を付けたのは、第 l 次世界大戦直後に行な
われたパリ講和条約の席上で、「人種差別の撤廃
について」ということでした。これは昭和 8 年の
1 月ですけれども、その時に若き文麿公は西国寺
公望に随行して国際会議に出席しております。そ
れで有名なベルサイユ条約が締結されたわけなん
ですけれども。この文麿公がパリの講和会議に出
かける直前、『日本及び日本人』というのに掲載
された論文があるんですね。これは文麿公の基本
的なスタンスだと思います。「英米本位の平和主
義を排す」ということで、今読んでも極めて画期
的な論文なんです。英米は当時から世界をほとん
ど独り占めしていた感が強い国家だったわけで、
イギリスと日本はまだ日英同盟を結んでいた時分
ですから「英米本位の平和主義を排す」というの
はかなり思い切った発言と言えるわけです。大国
のエゴというものに対してクレームを付けたのは
近衛が初めてなんです。ハルノートというのが来
てついに開戦が決まるという流れは皆さんよくご
承知だと思うんですけれども。その近衛の著作に
載っている論文を、ちょっと分かりやすく引用し
ていきたいと思います。
「第 I 次世界大戦後の世界に民主主義、人道主
義の思想が旺盛となるのはもはや否定できないと
ころである。我が国がこの影響から逃れられない
のも当然のことであろう。これらの思想は、要す
るに人間の平等感から発するもので、自由民権や
国民平等の生存権や政治上の特権と経済上の独占
の排除や機会均等などの主張の基礎をなしてい
る。このような平等感は永遠不変のもので、これ
が国体に反すると思うのは偏狭の徒である。ただ
し我々が遺憾に思うのは、我が国民はとかく英米
人の言舌にのまれる傾向が強く、彼らの言う民主
主義、人道主義というのをそのまま割引もせずに
受け入れるのは困る。日本人だけ良ければ他国は
構わぬというのではない。つまり日本人の正当な
る生存権を確認し、この権利に対して不当不正な
る圧迫をなすものがある場合には、あくまでこれ
を戦う覚悟がなければならない。彼らの言う平和
主義とは、自己に都合のいい現状維持のことなの
だJ というようなことを近衛文麿はすでにこの時
代に書いてるんですね。この最後に、「かかる場
合には我が国もまた自己生存の必要上、戦前（第
I 次世界大戦の前）のドイツのように現状打破の
挙に出ざるを得ない。また白人種による黄色人種
への排斥が甚だしいこと、人道上由々しき問題な
り。正義人道の上からこれを主張せねばならない」
というふうに書いてあります。
近衛文麿については本当にいろんなことを言う
人がいまして、「近衛文麿はコミンテルンの手先
だ。実は共産主義者だ、った」と大真面白に書いて
る本まであるんです。般かに近衛の周りにはゾル
ゲとか、いわゆるコミンテルンの手先だ、った人達
がいたことはいたんです。それは間違いないんで、
すけれども、しかし今読み上げた論文をお聞きい
ただいても分かるように、近衛という人は右とか
左とかいうことで決まる人ではなかったんです
ね。是々非々で、アメリカでも喧嘩する時は喧嘩
しますよ、イギリスとでもしますよ、という人
だったわけです。それがやはり先見の明と言いま
すか非常に進んでいて、今でも通用する論理じゃ
ないかなというふうに私は思うんです。よく勘違
いされるんですけど、私は中国批判も恐れずに
はっきり申し上げます。中国というのはほんとに
メチャクチャなことをする時がありますからはっ
きり中国批判をしますけれど、その逆にアメリカ
に問題がある場合にはアメリカ批判をします。そ
れはもうどちらもするということで、やはり大切
なのはバランス感覚ではないかなと思います。近
衛文麿という人はそういう意味で懐が深いと言い
ますか、右も左も両方ともお付き合いするという
部分があったんですね。近衛のそういう先見の明
というのは、現代にも充分通じるのではないかと
j忍います。
それからこれは多少近衛文麿のプライベートな
近衛文麿公の『われ巣鴨に出頭世ず』をめぐ、って
面になってしまいますが、近衛文麿をそこまで走
らせたものは何なのか。元々あの人は五摂家筆頭
の貴族（華族）で、政治なんかしなくても全く食
べるのには困らないし、生涯関わり合いを持たな
くてもよかった人なわけです。近衛を叩く側の人
達がよく、「所詮はお公家さんだから」とか、そ
ういうことで放り出すんだとか、駄目なんだとか
いう言い方をするんですけれども。近衛が政治の
道に入ったのは、やはり西国寺公望公の強力な勧
めといいますか依頼があったということが I つに
は大きかったと思います。それからもう l つは、
ここからは私の想像なんですけれども、吉田茂と
近衛文麿というのは肝胆相照らすと言いますか大
変考え方がよく似ていたんですね。ですから吉田
は近衛のことをよく理解していて、いわゆる近衛
上奏文というのは吉田茂が書いたということはよ
く知られていることです。吉田茂と近衛の共通点
というのは、 2 人とも突の母親に育てられていな
いんです。幼い時に実母が亡くなって、養母に育
てられている。その寂しさというのは、近衛は終
生、死ぬまで抱えていたわけなんですね。そうい
う心の空白のようなものがあって、その埋め合わ
せをするという意味で、あれだけ日本のために尽
くしたのかなと。これは私のあくまで想像なんで
すけれども、近衛と吉田の 2 人が力を合わせて終
戦のために戦ったというのは、そういうところが
あったのではないかという気がしております。
講演内容の概略と全然違う話になって申し訳な
いんで、すけども、このところず、っと私の頭の中に
あるのが「国境」という言葉なんです。日本とい
う国があって、国境というものがありますね。第
2次世界大戦が終戦を迎えた時に、戦前の皇族で
梨本宮という方の妃殿下に梨本宮伊都子という方
がいたんですけど、この方は大正天皇のお妃候補
の l 人だ、った方で、当時の宮廷では一番の美女と
言われた大変美しい方なんですね。伊都子妃のお
嬢様は朝鮮の李根（りぎん）殿下と結婚して、向
こうで最後まで生涯を全うされた方なんですけれ
147 
ど、とにかくその梨本宮伊都子妃殿下という方が
非常に細かい日記を付けておられたんです。私は
女性が書いた日記というのは大変興味があるもの
ですから、梨本宮伊都子妃の日記を見ていたら、
終戦の日の彼女の日記に「ああ、これで全部終わ
りだ。日本はまた明治前の小さな日本に戻ってし
まう」という一文があります。私は昭和 25 年の
生まれですから、生まれて物心ついた時はもう日
本は「小さな日本」でした。日本というのは 4 つ
の島からできてて、それ以上のことは全く分から
ないし、もちろん発想もない。だけど梨本宮伊都
子妃殿下の時代というのは、日本にはたとえば満
州があったりとか、サイパンがあったりとか、
グアムがあったりとか、もちろん北方領土もちゃ
んと持っていたし、いろんなところに日本の領土
があったわけですよね。日本がどんどん海外に侵
出していった時代があった。それを戦争で全部
失った。それで日本の国境というのはこういうも
んだということを、私は子供の時から教えられて
育ったわけです。
日本は軍隊を持つのをやめた。これはマッカー
サーが占領時代に、マッカーサー 1 人ではないで
すけれども幣原喜重郎とかいろんな人達が、とに
かく日本はもう永遠に軍隊を持ちませんというこ
とにしてしまったわけですよね。それがなかった
としても、たとえば軍隊があったとしても、日本
はかつて世界にどんどん出ていってえらい目に
あって、いっぱい人が死んで、日本中が焼け野原に
なったわけですから、もう l 回軍隊を出すなんて
いう度胸は絶対ないと思うんですね。そういう発
想もないと思います。もしそういうことを日本が
すると言ったらもちろん私は先頭に立って、「絶
対にそれはしてはいけない、他国と戦争をするの
はやめましょうよ」と言うと思います。それは間
違いないです。日本が国境を趨えて他国に出てい
くということはあり j尋ない。それでいいんだとい
う教育を長年受けて 60 歳になったんです。とこ
ろが最近思うのは、「待てよ」と。日本人が、あ
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るいは日本の軍隊が他国に侵略することはないと
しても、他国の軍隊が日本の国境を越えて入って
くるということはあるかも知れない。その時に
いったい私達はどういう備えがあるんだろうかと
いうことを全く考えてない。これはほんとにもう
l 回原点に帰って、それこそ東亜同文書院の歴史
を探って調べながら考えなければならないことだ
と思うのです。その対応と言うか、これからどう
するかということに関しましては。
いわゆる尖閣諸島、これは中国が虎視院々と
担っていることはもうはっきりしてるみたいで
す。日本人で「そうじゃない、中国は尖閣諸島に
無関心だ」と言う方はいないと思うんです。それ
はほとんどの日本人が知ってます。あそこに大変
な資源があるんだということも分かつてます。対
馬が危ないという報道がだいぶ前にされましたけ
れども、外国人がどんどん日本の土地を買ってい
るという話も報道され始めてだいぶ経ちます。今、
新潟市が大変な騒ぎになってます。領事館が広大
な土地を買って新潟に中華街を作ろうとしてい
る。中国人がドッと入ってくる。新潟でしたら港
がありますから中国からは非常に近い。日本の国
境が崩れるというのはあり得ないと思って、私な
んかはず、っと育ってきたわけです。「日本は過去
に悪いことをして国境を広げて伸ばしてきたけれ
ど、それを縮めて世界にごめんなさいと謝って、
たくさんの命を犠牲にして今の平和があるんです
よ」と言われて育ってきた私達が、じゃあ日本の
悶境がもしかして他から侵略された場合にはどう
したらいいのかということは、非常に大きな課題
として残ると思います。
一番よい例が、実はヨーロッパの EU だと思う
んですね。 EU というのは、まず経済的な国境を
取っぱらいましょうよということで、貨幣を同じ
にしたわけです。ユーロという同じ貨幣を使えば
簡単に行き来ができると。その時私はカナダに住
んでいたんですけれども、 EU の構想を聞いた時、
これはおかしいなと思いました。なぜかと言えば、
民族も違うし経済の度合いも違うのにそれを同じ
貨幣を使ってですよ、じゃあ l つの国が破産した
らどうするんですかと。昔でしたら l つの国が破
産したらその国が破産したということで済んだけ
れど、 EU になったら他の国が全部その赤字を補
填しなければならない。そうしたら今、案の定ギ
リシヤ、アイルランドと、次々と起きてきてます
よね。しかも私は EU がユーロになって間もなく
ヨーロッパに旅行してパリに行った時、物価が値
上がりして仰天したんです。こんなに値上がりす
るのかと。とにかく私はやっぱり EU というのは
大変問題があると思うんですね。先の首相などは
東アジア共同体などということを感んに唱えてお
りますけれど、そのようなことをやった時に何が
起きるか。日本の国境が崩れるということを考え
たことがないんじゃないか。それを私達はもう l
度、真剣に考える必要があるのではないかと思い
ました。
近術公の話からすっかり飛んでしまったのです
が、私がこれから日本はどうなるのかということ
を考える時、近衛文麿という人に常に思いが帰っ
ていくんですね。どうして帰っていくかと言うと、
近衛文麿というのは、世界を相手にして日本とい
う小さい国を運営しなければならなかった。これ
は大変なことだ、ったと思うんですね。だ、って皆さ
ん、たとえば今見てもお分かりになると思うんで
すけれど、鳩山さんにしろ菅さんにしろ、「中国
を相手に上手に日本を運営していますか」と聞か
れたら、「そうで、す」とはなかなか言えないと思
うんですね。 100 点満点付けられないと思うんで
す。＇＊＇国を相手に日本をマネージメントする、運
営させていくということは非常に雛しいことなん
ですね。これが近衛文麿の例でもよく分かると思
います。はっきり言って近衛は中｜主！のことに関し
て失敗したと思います。それは本人も承知してま
す。「僕は間違いを犯しました」と自分でも言っ
てます。だからその責任を取って自殺をしたわけ
です。非常に潔く青酸カリを飲んで自殺してるわ
近衛文麿公の『われ巣鴨に出頭せず』をめぐって
けなんですね。そこが東篠英機とは違うところだ
と私は思います。まあそれは東候さんには東傍さ
んの言い分があると思うので、一方的に東｛傑が惑
いとは言いませんけれども、近衛の最後の死に際
の美しさ、これはやっぱり日本人としての誇りを
持っていたからだと思うんです。そう考えた時に、
今の政治家、どなたでもいいですけれど、おそら
く菅内閣もそんなに長く続くとは思いません。や
はりどう考えても菅さんでは難しいと思います。
支持率もどんどん下がってますよね。じゃあ自民
党がいいかと言えば私はそうは思いません。民主
党をやめてまた自民党に戻って、今の自民党でい
いかと言ったら私はそれも非常に多くの問題を抱
えてると思います。じゃあ誰が日本の指揮をとっ
たらいいのかというのは大変難しい問題であっ
て、なかなか言い切れないところではあるんです
けれど、しかし少なくとも近術文麿くらいの気概
とか責任感とかそういったものをきちんと持って
日本の政治の頂点、に立ってほしい。
そういうことをこの頃ほんとに強く感じるんで
すね。ですから私も不勉強ですけど、これから東
亜同文書院の歴史を勉強させていただ、いて、いわ
ゆる近視眼的に、中国がこんなことをやったから
けしからんとか、対日デモをしてるからいけない
とか、そういうことではなくて、もっとその下に
あるもの、いったいどうやってこの人達と付き
合っていったらいいのかというのが、実は私達日
本人に課せられた今一番大きな課題ではないかと
いうふうに思ってるんです。そういう時期に、今
回東亜同文書院の展示会が開カ亙れて、日本中のい
ろんなところで展示されて非常に成功をおさめて
きたということ、しかも愛知大学が今でもきちん
とその文化を継承している。東亜同文書院のもの
というのは日本の財産だ、と思うんです。その財産
をきちんと愛知大学が継承して、守って管理して
くださっている、これは非常に日本人としてあり
がたいと思っております。戦前のものは全部悪
かったんだ、唾棄すべきものだということで大切
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にしない時代が長く続いたと思うんですけれど
も、それにもかかわらず愛知大学がその中で、守っ
てきたものは貴重なものだったなと今になって思
うのと、私達いわゆる文章でもって世の中に自分
の意見を発信することを仕事としている者として
は、そういうものをこれから調べさせていただい
て、日本の社会に発信することをしないと、意味
がないのではなし功＝なというふうに思っておりま
す。
そういうわけで、もしも皆様お暇がありました
ら、文庫版『われ巣鴨に出頭せず、』という本がま
だ書店にあると思いますので、近衛文麿公にご興
味をお持ちでしたらぜひ読んでいただきたいの
と、あととにかく戦前の日本人は全部悪人だった
とか、日本が悪いことをしたから諸外国に何も発
言してはいけないとか、アメリカには何も言つて
はいけないとか、イギリスにも楯を突けないとか、
そういう考え方はこれからはやめていこうではな
いかと。近衛文麿のようにきちんと言うべきこと
を言う。第 l 次世界大戦の直後にさえも、あれだ
けのことを英米に対して言った日本人がいたので
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すから、私達もそれをきちんと継承していく。し
かし、国際社会の一員としての責任も果たす。年
をとればとるほど、自分の生まれた日本という国
がいかにすばらしい国であるか、いかに大切な国
なのかということがだんだん分かつてきました。
若い頃は全然分からなかった。外国がよくてよく
でしょうがなかったのですけれども、年をとるほ
ど日本の良さが分かつてきました。だからこそ守
らなければならないものがあるのではないかなと
思っております。
ほんとにとりとめのない話になってしまいまし
たが、近衛公の偉大さ、すばらしさにちょっとで
も触れていただけたら大変嬉しく思います。今日
は本当に皆さんありがとうございました。
【司会】 工藤先生、大変貴重なお話をありがとう
ございました。
それでは今から休憩に入ります。なおまだ展示
をゆっくりとご覧になっていない方は、向かいの
展示室をこの休憩のあいだにご覧いただければ幸
いで、ございます。ではしばし休憩に入ります。
